
令和２年９月４日

入札参加者　様

資源循環局適正処理計画部施設計画課長

保土ケ谷工場再整備事業に係る環境影響調査委託（その１）

上記委託の設計図書に関して質問がありましたので、次のとおり回答します。

回　　答

1
３回程度を想定しております。随時の打合せ
を行うものとしているため、想定する回数より
増減する場合があります。

2
横浜市土木工事標準積算基準に準拠してい
ます。

3
「横浜市委託契約に係る最低制限価格取扱
要綱」の記載の通りです。

4
本業務は「横浜市委託契約に係る最低制限
価格取扱要綱」第２条の（９）検査・測定業務
に該当します。

予定価格算出のため積算準書をご教授願い
ます。

本件の入札は最低制限価格制度適用となって
おりますが、最低制限価格の算出方法につき
ましては、「横浜市委託契約に係る最低制限
価格取扱要綱」にある「（9）検査・測定業務：第
3条　最低制限価格は、予定価格に10分の7.5
を乗じて得た額とする。」に則った算出方法と
理解して宜しいでしょうか。

本業務は最低制限価格の適用案件かと思い
ますが、最低制限価格の算出式は、予定価格
に対して７５％を計上するといった率による計
算式なのでしょうか？それとも、コンサルタント
業務であれば直接人件費の100％、直接経費
の100％、その他原価の90％及び一般管理費
の48％を合計するといった積み上げ計算法な
のでしょうか？ご開示願います。

質問に対する回答書

業務名：

質　　問

打合せ協議の回数は何回を想定されているで
しょうか。



5
本業務は「横浜市委託契約に係る最低制限
価格取扱要綱」第２条の（９）検査・測定業務
に該当します。

6
見積徴収にて設計した工種の歩掛は開示で
きません。

7 仮設電源等は必要とします。

8 ご理解の通りです。

9
３時間毎を基準とし、適宜追加するものとしま
す。

10
調査項目は、風向、風速、気温、湿度、日射
量、放射収支量を想定しております。

11

具体的な地点に関しては、受託者と協議しま
す。
交渉は、基本的に委託者にて行います。

12
冬季期間中であれば、調査日の指定はありま
せん。地上気象は冬季期間連続観測です。

４に関連して、積み上げ計算法の場合は、本
業務は、土木設計業務の計算式と測量業務の
計算式により計算された最低制限価格を合算
した金額と理解してよいですか？

本業務は、土木設計業務等標準積算基準の
標準歩掛に大部分の業務が適合しないことか
ら、業者からの見積依頼にて設計されたのかと
推察しますが、見積徴収にて設計された工種
の歩掛をご開示頂きますようお願いします。

上層気象の調査時期について、冬季 5日間観
測とありますが、観測頻度は3時間ごとに 1日
あたり 8回でよろしいでしょうか。

ア　大気質 (ｱ)　調査項目
　地上気象の調査項目は風向、風速、気温、
湿度でよろしいでしょうか。

ア　大気質 (ｲ)　調査地点
　一般環境7地点、沿道2地点、地上気象1地
点、上層気象1地点の具体的な地点は選定済
でしょうか。
また、各地点とも委託者にて土地所有者に交
渉が必要でしょうか。

各調査地点において仮設電源等必要でしょう
か。

ア　大気質 (ｳ)　調査期間
　調査期間において、環境影響評価上の冬季
は12月～2月となると考えますが、この期間内
であれば調査日の指定はありませんでしょう
か。

大気質の調査に必要な電源については、全地
点 において受託者側で必要な設置工事を行
うことと考えてよろしいでしょうか。



13 ご理解の通りです。

14
調査結果に影響出ない範囲であれば問題あ
りません。

15 特に指定しておりません。

16
日の出から日の入りまでを想定しております。
触れ合い活動の場の状況を適切に把握し得
る時間帯とします。

17
ご理解の通りです。
調査内容は、利用状況、交通手段です。
保全対策を検討するための調査となります。

18
隣接緑地の出入口付近及び隣接緑地内の７
から８地点を想定しております。

19
24時間ではなく、各日とも「日の出から日の入
り」を想定しております。

20 主要な眺望地点の選定から必要です。

触れ合い活動の場の利用状況は、既存資料、
ヒアリングによる整理と実態の現地確認（下記、
調査地点、調査時期による）。交通手段は、調
査地点における実数のカウント（下記、調査地
点、調査時期による）。とみてよろしいでしょう
か。
申し訳ありませんが、現況把握として、動線確
保の保全対策という内容がイメージできませ
ん。歩行者通路がどこなのかわかりませんの
で、どのような調査内容になるかと合わせてご
教示お願いします。

ウ　触れ合い活動の場 (ｲ)　調査地点
　調査地点は2地点ということでしょうか。

ウ　触れ合い活動の場 (ｱ)　調査時期
　2日間となっていますが、24時間調査というこ
とでよろしいでしょうか。

エ　景観 (ｲ)　調査地点
　計画地周辺の10地点の具体的な地点は選
定済でしょうか。それとも、主要な眺望地点（近
景域、中景域、遠景域）の選定から必要でしょ
うか。

大気質の一般環境7地点と沿道2地点の調査
期間は、別々に設定（例えば、一般環境7地点
調査後に沿道2地点や、一般環境5地点調査
後に一般環境2地点＋沿道2地点など）しても
よろしいですか。

触れ合い活動の場調査時期について、冬季 2
日間観測 とありますが、調査時間帯は何時か
ら何時までを想定されているでしょうか。

沿道大気は一般環境大気と同様で7日間観測
とみてよいでしょうか

上層気象は一般環境調査の調査期間内に行
う必要がありますか。


